定例市政記者クラブ・市長懇談会（１１月）の結果について
日時：平成２３年１１月４日（金）午前１１時～正午

場所：市役所２階第１委員会室

出席：市政記者クラブ７社

　　　　

会見内容

１．話題提供（３項目）

■　１０月２８日に開催いたしました都市経営戦略市民フォーラムには予定していた１５０人を大幅に超える約３００名の入場を数え、多くの市民の皆様の参加をいただいたところであります。

■　当日は、テーマである都市経営の視点について考える場を市民の皆さんと共有できたことは大変、有意義でありました。

■　これまでもリニューアル後の広報紙面を通じて、私自身の言葉で都市経営の視点について市民の皆様に説明し、その取り組みをお伝えしてまいりました。

■　今回は、私が考えるところの都市経営の視点について、市民の皆さんに　　直接、説明させていただくとともに、釧路市が持っている資源を有効に活用するまちづくりの取り組みを進めることの考えを申し述べたところであります。

■　今回のテーマである「経営の視点」につきまして、私は市長就任から自分の立場を最高経営責任者であるとし、平成２２年２月に述べた市政方針でも経営という言葉を述べ、常に経営という認識を持っています。

■　全国的な事例に長けた有識者の諸先生との議論は、北海道を基準として　考える取り組みとの比較において優位であり、先進的な政策を学ぶ点で極めて有益でありました。

■　都市経営という考え方でまちづくりを進めていこうという考え方を基本とした中で、都市経営戦略会議を主催しながら進めてきました。こういった一連の流れもご理解いただきたいと思っております。

■　また、この釧路市での取り組み内容は道内、全国でも注目をいただいているところであり、このフォーラムについても市民の方々から一定のご評価をいただいたと思っております。

■　さらに、今後はフォーラムでの議論等をふまえながら、プランの策定を進めてまいりたいと思っております。

■　釧路市民の方々は、１０月２８日から１１月１日までの日程で、１４０人に及ぶ市民訪問団の方々が復興航空でのチャーター便による台湾台北市４泊５日のタンチョウお披露目式を含むタンチョウ友好交流の旅にご参加いただいたところでございます。私は１０月２９日の道東自動車道「夕張～占冠」間の開通式典に出席してからの参加になりましたが、多くの市民の参加をいただきました。


· 　１０月３０日、台北市立動物園でのセレモニーでは、タンチョウの絵やパネルなど会場がタンチョウ一色に染められ、非常に素晴らしい演出でした。
· 　式典には、台湾の王　金平（おう　きんぺい）立法院長、陳　雄文（ちん　ゆうぶん）台北副市長が、また日本から、高橋はるみ知事、似鳥昭雄社長、日本側関係者１５９人が出席しました。
· 　高橋知事の挨拶に続き、王　金平院長から、「タンチョウが夫婦円満、長寿の象徴であり、釧路からのタンチョウ『ビッグとキカ』が台湾と北海道の架け橋になることを信じる」と言葉があり、また、台北市長もご挨拶の中で、釧路という名前を何回も使っていただきまして、大変ありがたく思ったところであります。
· 　私は「タンチョウの保全宣言文」を読み上げ、桜を記念植樹し、「北海道と台湾、そして釧路の有効の輪を広げていきたい」という挨拶をさせていただきました。
· 　除幕式のあと、『ビッグ』の公開が始まり、非常に盛り上がりました。検疫が一ヶ月ほどかかったので体調を心配していましたが、翼が大変綺麗な形で、また、人のいるところに歩いてきてくれる等、ビッグが素晴らしい演出をしてくれました。
· 　次に、観光分野につきましては、私は台北市内の新光三越信義新天地支店において、北海道観光・物産プロモーションに参加してきました。
· 　相当な人気で、歩くのが大変なほど人が絶えない状況でして、北海道に対する関心の高さを改めて感じました。
■　また、釧路市役所の観光振興室を中心としたグループでは、台湾の航空会社、旅行エージェントを招きながらPRを展開し、私も管内の町村長と一緒に亜東観光協会、エバー、中華、復興航空へ行き、それぞれのＰＲ活動を展開していきました。
■　ＰＲでは、来年がタンチョウヅル、マリモの天然記念物指定６０年になるため、ビジネスチャンスにしていただきたいというお話をさせていただき、しつげん５５パスとの組み合わせ等を提案していきながら活動してきたところであります。

■　釧路港の１０月末の水揚げにつきましては、まだ全体のとりまとめは出ておりませんが、主な魚種の水揚げ状況についてお知らせいたします。

■　まずサンマですが、昨年同様８月から９月にかけて非常に低調な漁模様で始まりましたが、９月中旬から水揚げは本格化し、全国さんま棒受網漁業　　協同組合の集計によりますと、１０月３１日現在で釧路港の棒受網による　サンマ水揚げ量は ２万２,９３９トン、金額は ２２億５,５９４万円。

■　それぞれ前年同期に比べますと数量で６２パーセント、金額で２１パーセント上回っております。

· 道東４港（釧路・花咲・浜中・厚岸）の合計では１１万８,８７８トンで、前年同期比で５８パーセントの増加となっており、１１月に入ってからも厚岸沖および襟裳岬沖に漁場が形成され、道東各港への水揚げが続いておりまして、今月中旬過ぎまでは引き続き水揚げがあるものと期待しているところであります。

■　次に秋サケですが北海道連合海区漁業調整委員会が集計した10月20日現在の漁獲速報では、全道の水揚げが数量で約８万８千トン、金額は４１９億円で、数量で１割減、金額では２割増となっておりますが、釧路市（釧路市漁業協同組合及び釧路市東部漁業協同組合 合計）につきましては、不漁だった前年に比べ更に約４割減の５００トン程度に止まっております。

■　過去２カ年の水揚げは、平成２２年が全道で１２万２千トン、釧路市が　　７９２トン、平成２１年は全道が１５万１千トン、釧路市が２,１５７トンでした。

■　全道の中でも釧路を含む「えりも以東海域」の落ち込みが最も大きく、　　十勝釧路管内さけます増殖事業協会は、９月下旬、関係研究機関にその要因解明の調査を要望し、来年度実施に向けて検討が進められております。

■　最後にまき網漁業によるイワシですが、９月１５日から始まった道東沖のまき網漁業は１０月３１日をもって終了し、釧路港には３,７２０トン、　　７,２５１万円のイワシが水揚げされました。

■　昨年の水揚げ１万５千トンに比べますと大きく減少しておりますが、　　昨年の２船団に対し今年は１船団の操業に止まり、シケなどによる操業日数減少の影響もあった模様です。

· また、１８年ぶりにマイワシのまとまった水揚げがあり、資源回復に期待しているところであります。

【質疑要旨】

（質問）

・　今回のタンチョウ学術交流での台湾訪問のように物産、観光で台湾との交流を今後も推進していくと思いますが、物産について、なかなか販路拡大に至らない状況の中、今後、釧路市はどのような支援をしていくのでしょうか。

（市長）

· 　台湾の物産展を見ると北海道の人気は非常に高いですし、この人気を活用していくことが重要だと思っています。台湾で、釧路のどういった商品が受け入れられるかは分かってきていますので、釧路から商品を持っていくコスト、鮮度のことを含めた仕組みづくりをしっかり進めるため、国に要望し、道とも相談している最中です。
（質問）

・　今回、釧路から台湾へタンチョウを贈りましたが、逆に台湾から釧路へ動物を贈られることはないのでしょうか。

（市長）
· 　早速、台北市立動物園から、釧路市が欲しい動物のリストをあげて欲しいというお話がありました。キリンの赤ちゃんが欲しいと要望しましたが、台湾で発生した口蹄疫で難しいと言われ、オラウータンなどの類人猿を、というお話をいただいています。また、リストをあげて欲しいという話が来ているだけでも、大変ありがたいことと思っています。

（質問）

・　台湾からの観光客を対象に、市内のツル関連施設の入場料等を無料化するという話をされていましたが、具体的に詳細は決まっているのでしょうか。

（市長）

· 　基本的にはチャーター便で釧路に入られた方を考えています。対象施設は、しつげん５５パスという動物園等市内の観光施設をお得な料金で利用できるチケットの対象施設である５箇所を、時期は１２月からを予定しています。
（質問）

・　先日の台湾訪問では、管内他市町の首長も行かれましたが、広域観光を台湾にＰＲするための課題についてお聞きしたいと思います。

（市長）

· 　普段からの誘致、ＰＲの仕方にも関係してくるところですが、これからの情報発信は他町村と連携を取りながら進めていくことが重要になってくると思いました。釧路管内にぜひとも、人が通過するのではなく宿泊する、立ち寄るという構図をこれからとっていかなければならない、という話を各首長ともしたところです。

（質問）

・　秋サケの不漁が今年で３年続いていますが、原因解明の調査は実施していないのでしょうか。また、対策は考えているのでしょうか。

（市長）

· 　調査については、十勝釧路管内さけます増殖事業協会が道、独立行政法人水産綜合研究センター等の関係機関と協議し、現在、平成２４年度の実施に向けて検討しています。また、不漁の対策について、自然現象なので漁の回復は難しいですが、漁で獲れた魚を原料に加工場が稼動していますので、関係者には融資関係の周知を進めたいと考えています。
（質問）
・　都市経営戦略プランについて、具体的な今後のスケジュールをお聞きしたいと思います。
（市長）

· 　行政運営、管理という形ではなく地域資源を活用する都市経営という形の中で物事を見ていくプラン策定を現在進めています。プランの素案は１２月議会に示していく形を考えています。
（質問）
・　都市経営戦略プランについて、市長自ら今後、どう市民に説明していくお考えでしょうか。

（市長）

· 　議会議論を経た後に、市民の皆様にしっかりと説明していくことが重要と思っていますので、いろいろな機会を使って、お話ししていきたいと思っています。

（質問）

・　高速道路の占冠－夕張間開通しましたが、十勝は官民あげて盛り上げている感があります。今後、高速道路が浦幌、釧路市内まで開通した際に、市として活動する計画はあるのでしょうか。

（市長）

· 　開通に伴い、十勝に入ってくる方々が、釧路まで来ていただけるように関係機関との連携を現在、進めているところです。また、十勝が取り組んできたＰＲ活動も参考にしながら、今後の活動を進めていきたいと思っています。

（質問）
・　慢性的な赤字が続く市立釧路国保阿寒病院の運営形態の検討を進めているかと思いますが、現在の検討内容や結論を出す時期をお伺いしたいと思います。

（市長）
· 　現在、市としての方向性もまだ検討中であり、結論を出す時期は未定です。地域における医療機能を守っていくのは、私たちの大きな責務ですし、どう維持していくかが一番重要なことと思っています。

（質問）

・　平成２４年度予算の事業のアイデアを市職員から募集する元気創造枠ですが、予算規模をお聞きしたいと思います。

（市長）

· 　どれだけの応募があるのか分かりませんし、まだ決まっていません。職員が様々なことを相談し、考える場面を作ることは極めて重要なことと思っています。
１．都市経営戦略市民フォーラムを終えて








２．台湾訪問について





３．釧路港の水揚げ状況について











4

